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ロ例

l .本書は、一般国道5号函館新道（自動車專用道路）工事にともない、財団法人北海道

埋蔵文化財センターが平成6年度に実施した、七飯町大中山13遺跡の埋蔵文化財発掘調

査報告書である。

2．調査は調査部調査第2課が担当した。

3．本書の文責者については、文頭か文末に記した。

4．黒曜石産地同定は、京都大学彙科哲男氏に依頼した。

5．火山灰の同定は、北海道教育大学函館校鴉澤好博氏に依頼した。

6．炭化種子の同定は、北海道大学吉崎昌一教授に依頼した。

7． 出土資料は、七飯町教育委員会で保管する。

8．調査にあたっては、下記の機関および人々のご協力、ご助言をいただいた。

七飯町教育委員会石本省三、上磯町教育委員会森靖裕、茂辺地中学校香河正人、

大野町教育委員会三上敏一、函館市教育委員会田原良信・中村公宣・佐藤智雄・落

合治彦・野辺地初雄、市立函館博物館野村祐一、函館市北方民族博物館長谷部一弘、

木古内町教育委員会鈴木正語・菅野文二・三上英則、戸井町教育委員会古屋敷則雄、

森町教育委員会藤田登、八雲町教育委員会三浦孝一・柴田信一、今金町教育委員

会寺崎康史、南茅部町教育委員会阿部千春・福田裕二・山口敦・小林貢、松前

町教育委員会久保泰・前田正憲上ノ国町教育委員会松崎水穂・斎藤邦典・佐藤

一志・柳沼弥生、乙部町教育委員会森広樹・仙庭晋一、札幌市埋蔵文化財センター

加藤邦雄・上野秀一・羽賀憲二・仙庭伸久、江別市教育委員会高橋正勝・直井孝一

・園部真幸・稲垣和幸・野中一宏、石狩町教育委員会石橋孝夫・工藤義衛、恵庭市教

育委員会上屋真一・松谷純一、苫小牧市埋蔵文化財センター佐藤一夫・宮夫靖夫・

渡辺俊一・工藤肇、平取町森岡健治、帯広市百年記念館北沢実・山原敏朗、釧

路市埋蔵文化財センター西幸隆・松田猛・石川朗、美I幌町博物館小林敬、

常呂町教育委員会武田修、斜里町立知床博物館金盛典夫・村田良介、北海道開拓

記念館野村崇・平川善祥・右代啓視、静内町教育委員会薮中 岡l1、北海道大学

吉崎昌一・椿坂泰代・林謙作、札幌医科大学大島直行・石田肇、札幌大学木村

英明・横山英介、札幌学院大学鶴丸俊明、帯広畜産大学近藤錬三、東京大学宇田

川洋・新美倫子、北海道教育大学函館校千代肇、青森県立郷土館福田友之、八

戸市教育委員会工藤竹久・大野亨、青森県埋蔵文化財調査センター三浦圭介・畠

山昇、岩手県埋蔵文化財センターエ藤利幸、秋田県埋蔵文化財センター桜田隆、

七飯町小松平力雄・大阪拓・橋本歩



凡 例

1 .本文及び図表中では、次の略号を使用した。

P :土曠 TP:Tピット F:焼士

2．実測図の縮尺は、原則として次のとおりである。

遺 構1 ：40 土器実測図l : 4

土製品1 : 2 剥片石器l : 2

礫石器1 ： 3

３

２

１

１

本

斧

拓

石

~3．遺構の規模については、次の要領で示した。なお、一部破壊されているものは、現存
長を （ ）で示した。

確認面での長径×短径／底面での長径×短径／最大深さ （単位m)

4．土層の表記は、基本土層についてはローマ数字で、遺構、沢跡等部分的な層位につい

てはアラビア数字で示した。

’
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I 調査の概要

調査要項

事業名

事業委託者

事業受託者

調査期間

遣跡名

所在地

調査面積

発掘期間

1

一般国道5号函館新道(自動車専用道路)工事用地内埋蔵文化財発掘調査

北海道開発局函館開発建設部

財団法人北海道埋蔵文化財センター

平成6年4月18日～平成7年3月24日

大中山13遺跡(道教委登載番号B-08 24)

亀田郡七飯町大川403ほか

2,385㎡

平成6年5月6日～8月27日

調査体制

理事長

専務理事

常務理事

業務部長

調査第2課長

文化財保護主事

2

伊藤一夫（6月1日付就任）

佐藤哲人（6月1日付就任）

阿部茂（5月31日付退任）

永田春男（5月31日付退任）

中村福彦

中野眞吾

越田賢一郎（発掘担当者）

愛場和人

森田知忠

工藤研治（発掘担当者）

調査部長

主 任

3 調査にいたる経緯

国道5号線の七飯町付近には見事な赤松の並木道が続き、赤松街道と呼ばれている。こ

の並木の保護と混雑緩和を目的にして、函館新道の建設工事が函館市昭和町から七飯町峠

下にかけて進められつつある。将来現在建設中の北海道縦貫自動車道と連続すると共に、

高規格幹線道函館・江差自動車道との分岐が予定されている。

函館新道の工事区間は、横津岳西側の緩斜面と久根別川の河岸段丘沿いにあたり、多く

の遺跡が存在することが予想された。そのため北海道教育庁文化課では、 この工事に関連

して事前協議を行い、遺跡確認調査(A調査）および範囲確認調査(B調査） を実施して

きている。

現在すでに供用開始されている、函館市石川町から桔梗町までの区間では、北海道埋蔵

文化財センターが昭和60～62年度に函館市石川l遺跡(10,460㎡） 、昭和62年度に函館市

桔梗2遺跡（3,540㎡）の発掘調査を行った'。

また七飯町内では1l個所の遺跡が確認されており、順次B調査が実施されてきている。

その結果をもとに、当センターでは平成3年度に七飯町大中山13遺跡(2,850㎡） 、平成

4 ． 5年度に鳴川右岸遺跡（5,622㎡）の発掘調査を行っている2．

平成6年度は、大中山13遺跡の前回調査の残り分(2,385㎡）について発掘調査を実施

した。

1



4 調査の概要

(1)範囲確認調査(B調査）の結果

蒜沢川流域の緩斜面には、多くの遺跡が点在している。七飯町史（昭和51年刊）には大中

山8号遺跡(現大中山8 ：晩期）と大中山6号遺跡(現大中山6 ：中期）が記されている3．
その後昭和52年に、大中山13遺跡はじめ大中山12， 14， 15， 16の5遺跡が追加登載された。
北海道教育庁文化課は、国道5号函館新道工事に伴い、平成2年10月と12月に範囲確認
調査を実施した。その結果、縄文時代中期後半と続縄文時代前半の遺物を検出し、発掘調
査が必要であると判断した。また、遺跡の中ほどを走る町道の下にも包含層が残存してい
ることが予想されたことから、住宅部分と合わせて発掘範囲に組み入れた。

なおこの周辺の町道に沿って残存している士塁は、明治初期にエドウイン・ダンによっ
て開設された、羊牧場と関連するものと考えられた。

（2）平成3年度の調査

住宅が移転していないため、町道の北側部分2,850㎡について発掘調査を実施した。畑
となっていた部分は、耕作による撹乱で包含層はほとんど残存していなかったが、川より
になるほど遺物が多くなる傾向が見られた。

現在の土塁は、戦前畑地開墾時に側溝を掘開した際、その土を盛土したものであること

が明らかになった。 しかし現土塁下から検出された低い盛土は、 1878年放牧場として開設

された時あるいはその後に築かれた、牧柵かそれに伴う土盛跡である可能性を残している。

この盛土の下層には、縄文時代から続縄文時代に至る包含層が、良好な状態で残されて

いた。包含層は河川堆積物を含むⅢb層（平成3年度報告書：Ⅶ層） を境に、 Ⅲa層とⅢ

。層（同：Ⅵ層とⅧ層）に区分できる。上層からは縄文時代中期後半から続縄文時代の遣
物が、下層からは縄文時代早期の遺物が出土した。遺構は焼土が2か所のみである。

（3）平成6年度の調査

町道から南側の2,385㎡について発掘調査を実施した。蒜沢川寄りの地点であることか

ら、平成3年度より遺物が多く、遺構が存在すると予想された。

なお、中央に土取部分があり調査地区が大きく二つに分かれるため、 Lラインを境にA･

B2地区に便宜上区分した。また町道部分は、迂回路を設置してから舗装部分を除去し調
査を行った。 （図l)

調査方法・結果

[A地区］住居と付属施設があった地区

撹乱部分が多く見られた。で、 盛土と撹

乱土をバックホウで除去して清掃した後、

黒色土（Ⅲ層） と漸移層（Ⅳ層）が残存

している部分について調査を行った。そ

の結果、現在の段丘崖の一回り内側に、

河川堆積物によって埋没した|日段丘崖を

確認することができ た。この旧河道部分

の堆積層をⅢc層と して調査を行い、旧

段丘面が洪水による侵食と堆積によって

現在の状態になるまでの、地形変遷過程

をある程度復元することができた（Ⅱ章

図1 発掘区の呼称

２



I 調査の概要

2参照） 。また旧段丘崖に沿うように、東側で士曠14基とTピット1基、西側の旧河道部
の上面で土曠2基、石囲炉等を検出した。

[B地区］杉の植林地となっていた。表土をバックホウで除去して調査を行ったところ、
駒ケ岳火山灰d層と白頭山一苫小牧火山灰が部分的に残存していた。木根による撹乱を除
き包含層の残存状態は良好で、平成3年度と同じ層順が確認できた。Ⅲa層では続縄文時
代を主体とする焼土群と遺物を検出できたが、 Ⅲd層ではほとんど検出できなかった。
なお段丘崖の下には一段低い段丘面がわずかに残り、火山灰が厚く堆積している。

［町道部分］現在の道路面を重機で除去して調査を行った。数次にわたる道路改修により、
数条の側溝が掘られ、部分的にわだちを補修している状況も確認できた。現町道は遺跡の
部分でややカーブを描いているが、そのまま沢へまつすぐに上る道跡も見つかっている。
包含層は道路工事による撹乱をかなり受けてはいるが、 B地区と同じ層順を示している。

Ⅲd層から縄文時代早期の遺物がややまとまって出土している。

地形と火山灰

遺跡の立地する蒜沢川右岸の緩斜面は、扇状地堆積物に覆われている。Ⅳ層やV層には

大量の礫が含まれており、水性堆積物を含むⅢb層や土石流跡がみられることから、繰り
返し洪水に見舞われたことがわかる。遺跡に見られる4枚の火山灰と地形の関連について、

各層から出土した遺物の時期と関連させながら、簡単に触れておく。なお火山灰の分析は、
北海道教育大学函館分校鴫澤好博氏に依頼した（Ⅵ章2） 。

V層の最上面には濁川カルデラ降下火山灰(Ng : 12,000年前降下）が堆積しており、

活発な扇状地形成はこの時までにほぼ終わっていることがわかる。この上にⅢd層が形成
される。部分的ではあるが中間に駒ヶ岳火山灰g層(Ko－g :6,000年前降下）が見ら

れる。この火山灰以下は無遺物、上層には縄文時代早期末の遺物が含まれる。Ⅲd層は大

洪水に起因すると思われるⅢb層に覆われている。この洪水時に運ばれたと考えられる砂

礫層中に、縄文時代前期後半から中期前半の遺物が含まれている。中期中頃からから後期
初頭にかけて何回かの洪水があり、Ⅲc層と砂層が交互に堆積する。砂層1の上面にⅢa

層が形成され始め、後期初頭には生活が営まれる。この段丘面はほぼ安定したようで、そ
の後続縄文時代を経て、白頭山一苫小牧火山灰(B-Tm: 10世紀降下） と駒ヶ岳火山灰
d層(Ko-d : 1640年降下）がこの上を覆っている。

遺構と遺物（表1）

土曠16基、Tピット1基、焼土19か所、配石lか所、埋設土器lか所を確認した。

［土曠]A地区東側の旧段丘崖に沿って、 14基の土曠がまとまっている (P-2～15) 。
平面形は円形で、径70～80cm、深さ20～30cmほどである。いずれも埋め戻しの形跡は見ら
れない。遺物はまったく出土しておらず、地山(V層）に含まれる礫が落ち込んでいるだ

けである。 P-1 ･ 16は旧河道部を埋めたⅢc層に掘り込まれている。後期初頭の余市式
土器が覆土にl個体分入っていた。形態はほかの15基と同様である。

[Tピット]A地区南側の旧段丘崖沿いで検出した。長径170cmほどの短いもので、深さ
も66cmと浅い。地山に入っている礫を避けるように掘り込んでいるため、形は不整形となっ

ている。 1基のみで列を構成していない。

［焼土] F-10はⅢd層の上面、 F-12は旧河道部を埋めるⅢc層の中間で検出された。
わ続縄文時代のものと思この2例を除きB地区のⅢa層での確認で、遺物の出土状況から

れる。

３



［石囲炉］旧河道部、 Ⅲc層を覆う砂層lの上面で検出された。石は既にほとんど失われ
ていたが、焼土と幾つかの石の抜け跡が確認できた。住居の掘り込みは検出できていない

が、同一グリッドから土壌P－lと後期初頭の埋設土器がみつかっており、相互に関係す
るものかもしれない。

［埋設土器］砂層l上面で検出された。後期初頭の3個体の土器が組み合わされている。
［土器］縄文時代早期、前期、中期、後期および続縄文時代前半の土器、約5,500点が出
土した。早期の中茶路式と東釧路Ⅳ式土器は本来Ⅲ。層に包含されていたものである。中
期後半から後期初頭と後期の堂林式土器は、 Ⅲc層の上部とⅢa層の下部から、続縄文土

器はⅢa層から出土している。新しい時期の恵山式土器の量が最も多く、 2個体だけ後北
系統のものが含まれている。

なお、前期後半から中期前半の土器は、 Ⅲc層下部と砂礫層から出土したものである。
いずれも摩耗しており水の営力で移動したものである。

［石器］縄文時代と続縄文時代の石器がⅢa層、 Ⅲd層、 Ⅲc層下部と砂礫層から出土し

た。剥片を含めて5,000点である。石錐とナイフ・スクレーパー類がやや多いだけでいず
れも量が少ない。剥片を含め、硬質頁岩を材質とするものがほとんどである。

黒曜石製遺物9点について、京都大学原子炉研究所彙科哲夫氏に依頼して原産地分析を

行った結果、 6点ｶｺ赤井川産2点が白滝産1点力N青森県深浦産であることが判明した（Ⅵ
章l) 。

［自然遺物］焼土を採集してフローテーションを行い、検出した炭化種子の同定を北海道

大学吉lll奇昌一氏に依頼した。その結果、 イネ科、 タデ科、キハダ属、 ウルシ属、ブドウ属、
クリ属、 クルミ属などの種子が検出された。特に焼土F 7

ている （Ⅵ章3） 。

証

l ・北海道埋蔵文化財センター1988 『石川l遺跡』

北海道埋蔵文化財センター1988 『桔梗2遺跡』

2．北海道埋蔵文化財センター1991 『大中山13遺跡』

北海道埋蔵文化財センター1994 『鳴川右岸遺跡』

3．七飯町1976 『七飯町史』

表1 大中山13遣跡出土の遺物

土器 石器等

10･ 11ではクリ属が目立つ

（越田賢一郎）

数
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釘
j h b,
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占
j , ､h

遺構

数
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数
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占
J 1 ､,

遺構

時期 分類 分 類 分 類
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中期

中後期
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晩期
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０

０
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０

０

０

０
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２

１

３

４

５

２

９

０
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０
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７

２
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４
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２

３
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０

７

２

２
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３

８

９
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４
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２

１

５

８

３

４

１

１

３

３

１

３
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Ⅱ遺跡周辺の環境と周辺の遺跡

1 自然環境

(1)遺跡の位置及び自然環境の概略

大中山13遺跡のある七飯町は、函館市の北に位置する。町の北部には、駒ケ岳、大沼、

小沼を有する国立公園があり、北東部には、横津岳を中心とする山系が連なる。横津山系

からは、なだらかな丘陵が函館平野へと伸び、北から鳴川、湯出川、大川、蒜沢川と小河

川が流れ出ている。これらの河川は、山を下り、平野部を流れる久根別川にそそぎこんで

いる。この周辺の気候は、夏にはやませ（東風）によって冷涼になるものの、年平均気温

が8～9℃と、 1年を通じて温暖である。これにより現在でも大根、にんじん、ほうれん

草など野菜類や、果実類を中心とした農業が盛んである。

本遺跡は七飯町の最南部大中山地区にあり、函館市との境を流れる蒜沢川の右岸に位置

する。遺跡の周辺には畑地がひろがっていて、後背の緩斜面も機械によって大規模に、畑

地が造成されている。また函館市のベットタウン化が進み、住宅地がすぐそばまで拡がっ

てきている。遺跡からは函館山や松前半島などが見え、眺望が良い。

法

．

イ

″

＃

、

。

■

Ｆ

〆

〆

〆

~~
~
瀞

蝋

く

人~掌~
~~／

－7町

o発掘調査この地形図は、国土地理院発行の2万5千分

の1地形図｢七飯｣を縮小利用したものである。
図3 遺跡の位置 ）｛

７



100 ZOO 300 400 5，0m

図4遺跡周辺の地形

（2）遺跡周辺の地質・地形

横津山系から函館平野への移行をみると、標高1167～150mまでは横津山系の山地部で、

山頂付近は安山岩の溶岩、それより下位では、峠下火山砕屑岩類で成っている。標高150

~50mまでは上記の小河川が形成した扇状地形で、北西一南東方向に広がり、褐色ローム、

溶岩質の角礫を多く含む。これらの扇状地は山麓に発達したもので、平野部のものに比べ

8



Ⅱ遺跡周辺の環境と周辺の遺跡
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①最初の流路。河岸段丘崖を形成する。蛇行して流れていたことがわかる。

②その後流路は東へ移動する。Ⅲ｡層（黒色土）が形成され、段丘崖部も覆う。Ⅲd層上部
から縄文早期末の遺物が出土する。

③河川の氾濫が起き、段丘崖部のⅢd層を削り、かなり広い範囲に砂（Ⅲb層）を堆積させ
る。

④洪水が収まり、川は東へ移動する。その後数回の洪水による砂層を挾み、 Ⅲc層が形成
される。Ⅲc層形成時期は縄文中期後半であろう。

⑤縄文中期末頃に比較的大きな氾濫があり、砂（砂層1）が被るが、範囲は段丘崖周辺に

限定される。段丘崖はⅢc層や砂層によって埋没し、その後Ⅲa層が形成される。Ⅲa層か

らは縄文後期初頭､続縄文期の遺物が出土し､B-Tm(10c降下)、Ko-d(1640年降T)に覆われる。 こ

の頃から現在まで地形はあまり変化していない。Ko-dを切る土石流跡もみつかっている
が､部分的である。

図5 河道の変遷
9



平均勾配、扇頂勾配、堆積物の層厚など大きい値を出す。七飯町の多くの遺跡はこの扇状

地上の川筋や、扇端の湧水地点に広がる。

標高50～15mまでは海成段丘が形成され、初期に形成されたと思われる扇状地堆積物を

埋めている。桔梗地区の遺跡群がこの上にのる。

それ以下に続く沖積低地部は、後氷期の海進によって形成された。函館平野が離水する

のは、約6000年前である。

本遺跡は標高80～100m、扇状地面の中間に位置する。V層（黄褐色ローム）中には大

小様々な礫が混じり、厚く堆積している。上面にNg (12,000年前降下）がのっているこ

とから、 これが鳫澤のいう 「第1期扇状地性堆積物」にあたる。これは扇状地の本体で、

最寒期にあたる約2万年前に山麓斜面が土石流などで崩壊し、堆積したものと推定できる。

「第2期扇状地性堆積物」は鳴川の場合、 12,000年以降6,000年以前に堆積したものとされ

るが、本遺跡付近ではⅢd層（黒色士） を厚く覆っているⅢb層（砂層）が、 この一つに

あたると考えられる。Ngの上に形成されるⅢd層は、中間にKo-g (6,000年前降下）

を挾んでおり、それを削って堆積する旧河道跡の砂礫層1とその上面から、前期後半と中

期前半の遺物が出土するので、 Ⅲb層の堆積は中期中～後半頃と考えられ、鳴川の場合と

は若干時期がずれる。それ以降、数層の砂層がv層の河岸段丘を埋める形で堆積するが、

Ⅲb層のように遺跡全体を覆う程の規模ではない。縄文中期末頃には、川の流路や地形は、

ほぼ現在と変わらなくなったと思われる。

遺跡内での河川の流路の変遷と、数度にわたる洪水による堆積物が確認できたので、そ

の過程を図5で模式的に図示した。

2 歴史的環境

七飯町周辺の遺跡については、 『大中山13遺跡』 『鳴川右岸遺跡』に詳しいので、 ここ

では概要を述べる。表には峠下地区を除く七飯町の遺跡の概要を掲載した。

縄文早期・前期と遺跡数は少なく、川筋に分散する傾向がある。隣接する函館市の桔梗

地区など標高5～20mの海成段丘部には遺跡が多くみられる。鳴川1遺跡からは尖底の貝

殻文土器が出土している。

縄文中期には、遺跡数は縄文を通して最も多くなる。遺跡は町北部に拡がり、峠下、国

立療養所裏、鳴川右岸遺跡などで竪穴住居が検出されている。標高100mを越える高位に

立地する傾向がある。

縄文後期になると全体的に遺跡は減少し、特に標高100mを超える地域の遺跡が減少す

る。鳴川、湯出川、大川、蒜沢川の各川筋にl～2遺跡程になる。

縄文晩期に再び遺跡数は増え、湯出川、大川の川筋に2～3遺跡づつのまとまりが数個

所づつみられる。蒜沢川、鳴川にはそれぞれl遺跡しかない。

続縄文期には、遺跡は町全体に広がる。 （愛場和人）

註

l 鳫澤好博1993 「七飯町鳴川扇状地調査報告」

（石本省三編 『国立療養所裏遺跡』 七飯町教育委員会）
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Ⅱ 遺跡周辺の環境と周辺の遺跡

表2 周辺の遺跡

｜登載番号遺跡名

(B 08)

時 期

早前中後晩不

期期期期期明

華

毎傭標高(m)

|堂~隙
恵後北不

山北大明

大川左岸

蒜沢川左岸円筒土器

蒜沢川右岸

大川左岸

大川と湯出川の中間

『大中山5遺跡」 1983

旧河川岸

大川右岸円筒土器上層式

武佐ll l左岸 1952市立函館博物館調査

武佐11 1左岸 「大中lul遺跡』l992

鳴川左岸 『国立療養所裏」1993

1958千代肇調査 「考古学研究｣vol.9

1959剛諫高、 1961曲館博物館貝殻文土器

蒜沢川右岸中期、恵山

蒜沢川右岸

蒜沢川左岸 「大中山13遺跡』1992

蒜沢川右岸恵l l I

蒜沢川右岸

蒜沢川右岸

蒜沢川と大川の間

大川左岸

大川左岸

大川左岸

大川右岸続縄文

武佐川右岸

武佐川左岸

湯出川支流円筒、後北

湯出川支流右岸

鳴川扇状地湧水点恵山

鳴川扇状地

鳴川扇状地

湯出川支流 『大中山26遺跡｣ 1989

11引|扇状地末端 「七飯本HIl･2遺跡ll986

鳴川扇状地末端 『緑町l遺跡j1989

鳴川扇状地湧水点

鳴川扇状地末端

鳴川扇状地末端

「七飯本町1 ･2遺跡」 1986

「鳴川右岸遺跡』 1994
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０
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ｕ
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Ⅲ調査の方法

1 調査区の設定

調査区の設定は、平成3年度の調査を継承して行った。すなわち、道路予定路線内の中
心線杭SP-4800とSP-4900を結ぶ直線(Mライン） と、それに直交するSP-4800を

通る線（44ライン） を基準線とし、各基準線に並行する5m間隔の線により方眼（グリッ
ド） に区切った。

南北方向の線に西から順にアルファベット名、東西方向の線に南から順に数字名を付し
て、 この組合せで、 2つの線の交点の杭とその東北方向の5×5mの調査区を表示した。
例えば、 SP-4800杭はM-44杭となり、その東北の調査区はM-44と呼ばれることにな
る。

工事用地内の発掘調査対象区域全体を上記のような調査区に区分し、 これを単位として

発掘調査を行い、遺物の取上げを実施した。本報告書では、土層図、遺構図等に杭の位置
を表示した。また、遺物については出土地点を調査区名で示している。

なお、北海道開発局函館開発建設部から示された、 SP-4800とSP-4900の測量成果
は次の通りである。

SP-4800 X=-237,923.355 Y=40,543.036

SP-4900 X=-237,841.749 Y=40,485.240

（平面直角座標系第Ⅲ系）

（越田賢一郎）
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Ⅲ調査の方法

2 土層

今回の調査区域には、住宅、町道などがあり、広範囲に撹乱や削平された個所がある。

特にA地区では、段丘の周辺部を除き、 ローム層上面まで削平されていたため、比較的残

りの良いB地区の基本層序を示した。またA地区では埋没した段丘崖と河道跡が検出でき

たため、 この部分を別に示しておいた。なおB地区Ⅲb層は、旧河道部の砂層2に相当す

ることが最終段階で判明したが、すでに整理作業が進行していたため、当初の層名をその

まま使用したことをおことわりしておく。また［ ］内は平成3年度報告で使用した層名

である。

B地区

I層 ：表土、盛土、撹乱土。 ［第1層］

Ⅱ層 ：黒色土、黒褐色土。 ［第Ⅱ．Ⅲ･W･V層］

駒ケ岳火山灰d層(Ko-d:1640年降下） と白頭山一苫小牧火山灰(B-Tm:10

c降下） を含む。Ko-dはほぼ全面にみられるが、 B-Tmは班状に分布して

いる。両火山灰とも斜面下部では厚く堆積する。

Ⅲa層：黒色土。 ［第Ⅵ層］

粒状の部分(ma l) と粘質の部分(ma-2) に細分できる。層厚は10～20cm

で、縄文時代中期末から続縄文時代の遺物が出土している。

Ⅲb層：黄褐色砂、褐色砂。 ［第Ⅶ層］

細砂。段丘崖沿いでは砂層を形成するが、 B地区では黒色士に混じる。層厚10

~20cm・河川の氾濫による水成堆積物。

Ⅲ。層：黒褐色士。 ［第Ⅷ層］

駒ヶ岳火山灰g層(Ko-g:6000年前降下） をはさみ、上層(md-1) と下層

(md-2)に区分できる。Ⅲ。－2層の方が粘性が強い。Ⅲd－l層からは縄

文早期の遺物が出土している。

Ⅳ層 ：暗黄褐色土。 ［第Ⅸ層］

漸移層。V層との間に、濁川カルデラ降下火山灰(Ng-a:1万2千年前降下）

が班状に堆積している。

V層 ：暗黄色ローム層。 ［第X層］

粘質で、大小様々な礫を含む。

A地区旧河道部

I ･ Ⅱ層:B地区と同じ。

Ⅲa層：黒色土。

粒状の部分(ma-1) と粘質の部分(ma-2)に細分される。層厚は10～20cm。

B地区Ⅲa層の上部に相当する。

砂層l :黄褐色砂、褐色砂。

細砂。Ⅲa層とⅢc層を分ける。層厚は40cm程、崖部に行くにしたがって薄く

なり消滅する。
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Ⅲc層 黒色土、黒褐色士。

旧河道部のみにみられる層で、 Ⅲd層、砂層2が川に侵食された後で、河道部

に堆積した。B地区Ⅲaの下部に相当する。層厚は40cm前後で、黒褐色もしく

は褐色、黄褐色の砂層、礫層が3～4層入り、それにより数層に分かたれる。
Ⅲc層下部の砂礫層。

Ⅲc層最下部と、 この砂礫層から、縄文時代前期、中期の円筒土器下層式、同

上層式期の遺物が出土する。摩耗しているものが多く、上流から土砂とともに

流されてきたものと考えられる。層厚は不明である。

黄褐色砂、褐色砂。

細砂。Ⅲc層とⅢd層を分ける。B地区とA地区段丘上面のⅢb層に続く。
黒褐色士、黒色士。

粘質でやわらかい。段丘崖を覆うように堆積している。堆積後、河川の侵食に

より削られ、段丘崖に沿ったわずかな部分に残存する。段丘上面のⅢd層に相

〉。堆積後、河川の侵食に

）・段丘上面のⅢd層に相

礫層1

砂層2

Ⅲ。層

当する。下部からフ

-d レイクが数点出土し

ている。

礫層2 :md層下部の

’ 砂礫層。

礫層1とほぼ同じ高

さにみられる。層厚

は1m前後。遺物は

出土していない。

W･V層:B地区と同

じ。

（愛場和人）

ⅢIⅢⅢ耐岬iⅢⅡw l l lY| | | | l l l l l l巾、Ｉ

Ⅱ

~A地区|日河道部~～~I

-Ko

撚溌
、

B-Tm

雲
Ⅲa

砂層2Ⅲb
砂層

蕊蕊壁Ⅲ。
-Ko-g

誉 蕊灘蕊
Ⅳ

Ｎ一
一
○
一
《

Ｕ
つ
一
つ

V

B地区

図7土層柱状模式図

3 遺物の取扱い

包含層から出土した遺物は、層ごとに別け、 5×5mの調査区（グリッド） を単位にし

て取上げた。ただ、 B地区のⅢa層は遺物出土量が多かったため、 lグリッドを25個のl

Xlmの小グリッドに分割し、それを単位として扱った。 1点ごとに3次元座標を記録す
る方法は採っていない。

遺構およびその周辺から出土した遺物については、グリッドより遺構を優先させ、遺構
ごとにまとめて取り扱った。

現地では発掘調査と並行して、出土した遺物の水洗・注記作業を行い、 さらに遺物を分

類した上で台帳を作成した。札幌のセンターでは、遺物の接合‘復元、実測、 トレース、

遺物集計、分布図作成、写真撮影・整理等を行い、最後にプラスチックコンテナと段ボー
ル箱に収納した。

遺物と記録類は、整理終了後七飯町の教育委員会で保管される。 （越田賢一郎）
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Ⅲ調査の方法

4 遺物の分類

(1)土器

本遺跡では縄文時代前期から後期の各時期、及び続縄文時代の資料が出土している。今

年度は当センターが実施した木古内町新道4遺跡の分類に準じて、 I群を縄文時代早期、

Ⅱ群を前期、 Ⅲ群を中期、Ⅳ群を後期、V群を晩期に、 さらにⅥ群を続縄文時代の資料に

あて、以下のとおり二、三の類別を設けて記載する。

I群縄文時代早期の資料。

A類貝殻文土器等の前半期の資料。本遺跡では出土していない。

B類縄文の施された後半期の資料。

Ⅱ群土器

縄文時代前期の資料。本群は前半期のものと後半期のものに大きく二分される。

A類縄文の施された尖底を主体とするグループ。本遺跡では出土していない。

B類円筒土器下層式に相当するもの。

Ⅲ群土器

縄文時代中期に属する資料。本群も大きく二分される。

A類円筒上層a、 b式、サイベ沢Ⅶ式、見晴町式に相当するもの。

B類榎林式、大安在B式、 ノダップⅡ式、煉瓦台式に相当する後半期の資料。

Ⅳ群土器

縄文時代後期の資料。

A類天佑寺式、涌元式、 トリサキ式、大津式、白坂3式に相当する前葉の土器群。

B類ウサクマイC式、手稲式、糀澗式に相当する中葉の土器。

C類堂林式、三シ谷式、湯の里3式に相当する後葉の土器群。

本遺跡ではB類は出土していない。

V群土器

縄文時代晩期の資料。本遺跡では出土していない。

Ⅵ群土器

続縄文時代の資料。B地区でまとまって出土している。恵山式が主であり、後北。

ぴそれに類する資料も少量出土している。これらの資料については前者をE類、後者z

類とした。

（工藤研治）

後北式及

後者をK

1ワ
Lj



（2）石器等

石器等は4,897点あり、剥片・砕片4,513点、礫・礫片235点を除くと149点となる。この

内、定型的な剥片石器は61点、磨製石斧6点、礫石器8点と非常に少量である。

本書では特に分類記号を設けず、器種名を用いて個別に形態的特徴などを示す。なお石

器はⅢa層（縄文中期末～続縄文） とⅢ。層（縄文早期） 、旧河川部の礫層l上面から出

土したものに区分し、層ごとに記載した。磨製石器、礫石器類はⅢa層のみで確認された。

以下、本報告で使用した器種名と、その特徴について述べる。

石雛

無茎のもの（8点） と、有茎のもの(11点）がある。

刺突器

薄い刺突部分を二次加工で作りだしたもの。

両面加工石器

両面調整石器のうち上記以外のもので、器種の明確でないもの。靴形石器、石槍や

ナイフ状石器等と思われる破損品もこの中に含めた。

つまみ付きナイフ

いわゆる石匙。縦長の剥片を利用している。

スクレイパ連続する剥離によって刃部を作り出しているもの。剥片の利用部位と刃部の形態で

分けて記載した。

石核

連続的に剥片を剥ぎ取った跡のみられるもの。

Uフレイク

微細な剥離痕のある剥片。

Rフレイク

剥片側縁に連続しない二次加工があるもの。

磨製石斧

打ち欠いて整形した後に研磨されたもの、擦り切り技法によるものがある。小型の

ものも含める。

たたき石

手に持てる程の大きさで、たたき痕をもつもの。凹み石も含める。

台石・石皿

すり面やたたき痕をもち、据えて使われたと思われるもの。

土製品・石製品

各1点のみ、全体形は不明である。

（愛場和人）
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Ⅳ遺 構

今年度の調査で検出された遺構は土曠16基、 Tピット1基、石囲い炉1基、埋設土器l

か所、焼土17か所である。このうちの大部分はA地区で検出されたものであり、 B地区で

検出された遺構は焼土12か所のみである。

1 土壌

P-1 (図16)

位置S-41 規模0.53× (0.5) /0.23× (0.2) /0.35

特徴砂層l上面で確認した。石囲い炉に隣接している。覆土の状態から砂層1上面ある

いはⅢ層下部から掘り込まれたと推定される。石囲い炉に関連する可能性もある。遺物は

出土しなかった。図は石囲い炉と合わせて掲載している。

土曠群P-2 ･ 3 ･ 4 ･ 5 ･ 6 ･ 7 ･ 8 ･ 9 ･ 10･ 11 ･ 12 ･ 13 ･ 14 ･ 15 (図11～13)

A地区北部の狭い範囲で14基の士曠がまとまって検出された。この区域はV層上部まで

撹乱されていたため、撹乱層除去後確認したものである。大きさは確認面で径0.6～1.0m、

平面形はいずれも円形に近い。各土曠は近接しているけれと､も重複するものはない。遺物

はP－3覆土から礫片1点、 P 4覆土から時期不明の土器の小片が1点出土しただけで、

他の土墳から出土したものはない。これらの士曠は分布の状態から時間的に接近する時期

のものと考えられるけれども所属時期は明らかではない。周囲の出土遺物からⅣ群A類土

器の時期の可能性がある。

P－2 位置 S-47，T-47 規模0.85×0.8/0.75×0.61/0.2

P－3 位置T-47 規模0.78×0.75/0.55×0.47/0.42

P－4位置T-46 規模0.8×0.8/0.52×0.52/0.18

P－5 位置T-46 規模0．9×0.7/0.7×0.62/0.2

P－6 位置S-46 規模0.7×0.62/0.58×0.47/0.12

P－7 位置T-46 規模0.92×0.85/0.58×0.62/0.2

4644 45
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図10土曠。Tピット ・埋設土器・石囲炉の位置図
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P-2

I。
a 8640 b 堅 8640 ．

可~－－
P－2

1 黒色土（細かいローム粒が混る）

2 黒褐色土(細かいローム粒が混る）

3 暗褐色土(細かいローム粒が混る）

4 暗褐色土（細かいローム粒が混る）

5 黒褐色土(細かいﾛｰﾑ粒が混る）

6 暗黄褐色土（ロ ムと熱色土が均質に混る）

7 暗黄褐色土（ロームと黒色土が均質に混る

6より明るい）

暗黄褐色土(ローム主体黒色土が少し混る）

暗褐色土（黒色土にﾛｰﾑが均質に混る）

暗黄褐色土(ローム主体黒色土が斑状に混る）

暗黄褐色土（黒色土主体 ﾛｰﾑが斑状に混る）

~~p~

８

９

０

１

１

１

L

P-3 p ｂＯ４

１

邸
ａ

里一一錘40 ー ．

~

､｝ ℃

｜
、

P－3

1 黒色土

2 暗黄褐色土(黒色土主体）

3 暗褐色土(ﾛｰﾑ粒が多く混る）

a
4 暗黄褐色土（黒色土主体 ローム粒が多く混る）
5 暗黄褐色土(黒褐色土にロームが斑状に混る）
6 黒褐色土(ローム粒が混る）

／

、_---------／

○

P-4
~鋤
ノ

Q
a 8620 - b o 8620 - ．

～

。 P－4

1 黒褐色土（ローム粒が混る）

2 暗黄褐色土(ﾛｰﾑに黒色土が混る）

3 暗褐色土(黒色土にロームが混る）

4 暗黄褐色±(ロームに黒色土が斑状に混る）

5 暗黄褐色土(黒褐色土にロームが斑状に混る）

6 暗黄褐色土〔ロームに原色土が混る）

7 暗黄褐色土(ロームに黒褐色土が混る）

／

心

P-5

'｡
a － ､ 8620 b

~
廷=幕

P－5

1 黒褐色土(細かいローム粒が混る）

2 暗黄褐色土(ローム主体黒色粒が均質に混る）
3 暗黄褐色土(暗い色禰のローム）

o ‐ 壁20 －9

q－－
一
Ｆ

4 暗黄褐色土(黒色土にロームが斑状に混る）

5 黄褐色ローム

し

P-6

『
a

86.20 b~ C 862o d~~

~一言 ~~、--,--〆一一-℃

諄‐ P－6

1 黒褐色土(ローム粒が少し混る）

2 黒褐色土(ﾛｰﾑ粒が多く混る）

3 黒褐色土（ローム粒が多く混る）

4 暗黄褐色土(ロームに黒色±が斑状に混る）

l｡
P-7 f

も

a 862o b 」 86,20 d~

ロ 、3″

P－7

1 黒褐色土（ﾛｰﾑ粒が多く混る）

2 暗黄褐色土(ローム主体）

3 暗黄褐色土（黒色土にﾛｰﾑが斑状に混る）

図11土曠(1) P-2～7

０
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P-8 。

．ｂ
’ C 86pL

銘.20

~

1
~

n’ 5
噂

可一一
一
℃

P－8

1 黒褐色土(ローム粒が少し混る）

2 暗褐色土

3 暗褐色土(黒色土にﾛｰﾑが均質に混る）

4 暗黄褐色土（暗い色閥のローム）

5 黒褐色土(黒色土にロームが斑状|こ混る）

｡

P-9 f

c 862o dも
ba 86.20~ ~

~
~

27~

a

P－9

1 黒褐色土(ローム粒が少し混る）

2 暗黄褐色土(ローム主体黒色土が斑状に混る）

○

P-10
Q d~~b ー 862〔

＝も a 円6 宝） ~

~l ノー2

4

"a
P－10

1 黒褐色±(ローム粒が多く混る)

2 暗褐色土

、● 3 暗黄褐色土(ロームと黒色土が互いに斑状に混る）

4 暗褐色土（黒褐色土|こロームが斑状に混る）

P-11 p

一旦C 一聾旦Qb~~a 〆 8620

9

L ~ノー
一

~~

画

P－1 1

1 黒褐色土(ローム粒が少し混る）

2 暗褐色土（ﾛｰﾑと黒色土が均質に混る）

3 暗褐色土(ローム粒が多く混る）

4 暗黄褐色土(暗褐色土にロームが斑状に混る）
○

P-12 10

Q一一一 66 20 －
．

－－－シーー

ｂＯ

・

１

２６８

~

ａ
ｌ

一一一百

一
ｑ

6

P－1 2

1 黒褐色土

2 黒褐色土

3 暗褐色土

I｡

4 暗褐色土(ﾛｰﾑ粒が多く混る）

5 暗黄褐色土（ロームと黒色土が半々混る）

6 暗黄褐色土(ローム主体黒色土が斑状に混る）

(ローム粒が多く混る）

(ローム粒が少し混る）

（ﾛｰﾑ粒が多く混る）P-13 ／知
、

C c 8620 ．b~a a6z【~

、
３4

〆 ノ
P－1 3

1 黒褐色土(ﾛｰﾑ粒が多く混る）

2 暗黄褐色土(ロームと暗褐色土が互

3 暗黄褐色土（ロームと暗褐色土が互

暗黄褐色土(ロームと暗褐色土が互

、●
4 暗褐色土（ローム主体暗褐色土が斑状に混る

。 い'二斑状に混る）

暗黄褐色土（ロームと暗褐色土が互い|こ斑状に混る）
ｍ
ｌ

ｌO

｜

図12土曠(2) P-8～13
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P-14
§ 勺

甑宅一三了一望
一、ミーニ室ﾌー

C 8620 ．~

一、－ノー

、● P－1 4

1 黒褐色土(ローム粒が少し混る）

2 暗褐色土(ローム粒が多く混る）

3 暗黄褐色土(ローム主体黒色土が斑状に混る）

。

P-15

/4昼
a一一一 8620 ． b

c “麺 ．

4

、.。

／
／
◇

P－1 5

1 黒褐色±(ﾛｰﾑ粒が少し混る）

2 暗黄褐色土(ローム主体黒色土が均質に混る）
3 暗黄褐色土（ローム主体褐色土が均質に混る）

4 暗褐色土(ローム粒が多く混る）

P-16

I
a － ． 86．40 bq

｜
巴 P－16

1 黒色土

2 黒色土（砂質）

3 黒色土と黄褐色砂互層

4 黒色土（砂質）

5 黒褐色砂

6 黒色土

~

~

５

0 1m

I

0 5cm

図13土曠(3) P-14～16と出土遺物
。，、

あん



Ⅳ遣 構

P 8 位置T 46 規模0.99×0．85 /0.74 ×0.72 /0.25

P－9位置T-45 規模0．75×0.72 /0.65 ×0.64 /0.07

P-10位置S-46、T-46 規模0.8 ×0.7 /0.65 ×0.56 /0.25

P-11位置S-46 規模0.9 ×0.89 /0.56 ×0､5 /0.26

P-12位置 S-46 規模(0.6) ×0.57 /(0.44)×0.37 /0.14

P-13位置 S-45､46,T 45,46規模 l~O ×(0.72)/0.8 ×(0.7)/0.2

P-14位置 S-45 規模0.65×0.65 /0.4 ×0.4 /0.15

P-15位置T 45 規模(0.55)×0.73 /0.48 ×0.25 /0.25

P 16 (図13)

位置Q 43， R 43 規模0．87× (0.51) /0.3 ×0.37 /0.32

特徴Rラインの土層断面から遺構と分かった。掘り込み面はⅢa層上部。

遺物覆土上部からⅣ群A類土器(1、 2， 3) 、 Uフレイク (4)が出土している。 l

は平縁の深鉢。土曠周辺のⅢa層から出土したものも多く接合している。口縁部にあらか

じめ無文部を設け、貼付帯を2条めぐらせている。上下2条の貼付帯は縦方向の貼付帯で

つながれている。体部には原体を縦位に回転した結節のある縄文が施されている。底部近

くでは横位の施文になる。口唇は平坦に調整され、断面は角型を呈する。内面はていねい

になで調整されている。 3はlの底部。 2は縄文の施された底部。 4はUフレイク。頁岩

製。

時期覆土の遺物からⅣ群A類（余市式）の時期あるいはそれより以前く

2 Tピット

TP-1 (図14)

位置T-44、 T-45 規模 1.7×0.58/1.26×0.27/0.66

特徴土壌群に隣接している。V層上部で検出した。

遺物覆土からI群B類土器が出土している。

TP-1

一つ a 86oo b

~~~

一
Ｓ
一
』
一
６

７

１
－
５
－
８

３

４

一

麹
0

や

TP－1

1 黒褐色土(ローム粒が少し混る）

2 暗褐色土（ローム粒が多く混る）

3 黄褐色土(ロームﾌﾛｯｸ）

4 暗褐色土

5 暗褐色±（ローム粒が少し混る）

6 暗褐色土(ロームと黒色土が均質に混る）

7 黄褐色土(ローム主体黒褐色が粒少し混る）

8 暗褐色土(ローム粒が多く混る やわらかい）

9 黄褐色土(ローム主体やわらかい）

10 暗褐色土(ﾛｰﾑと黒色土が混る やわらかい）

1 1 黄褐色土(ロームに黒色土が少し混る やわらかい）

．C R6OO

０ 1m

’ 図14 Tピット TP-1
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3 埋設土器（図15)

位置S-41

特徴砂層l上面で確認し、図示した3個体の土器が出土した。小さな士曠にlが底部

を下にして納められ、 2， 3に接合した大形破片がその上にのっていた。Ⅲa層から掘り

込まれたと推定されるが、上部は不明である。

遺物 l～3はⅣ群A類土器。いずれも体下半部のみである。 1， 2は縄文地に太めの沈

線で文様が描かれたもの。沈線文の施文前に器面がかるくなでられており、縄文の節が不

明瞭になっている。文様帯の下位は粗く磨かれ、内面はなで調整されている。胎土には大

きめの砂粒が多く含まれている。 2は壷あるいはそれに近い器形とみられている。沈線で

曲線的な文様が描かれ、その後に器面が磨かれている。内面の調整は粗雑で、指頭による

とみられる調整痕の凹凸が残っている。胎土には砂が多く含まれている。 3は縄文が施さ

れたものである。器面は縄文施文後かるく磨かれており、内面はなで調整されている。胎

土には砂が多く含まれている。

。

鰯シ〆
ba 85．CO

50cm 褐色砂十黒色± 黒褐色土

黒褐色砂

黒褐色土

褐色砂

Ｏ
ｌ

１

２

３

０
１

10cm

1？

図15埋設十器と出十置物

4石囲炉（図16)

位置S-41

特徴砂層l上面で検出し、焼土とそれを囲む礫2個、礫の抜け跡lか所を確認した。

住居跡の掘り込みや柱穴は確認されなかった。出土遺物はない。隣接してP－1とした士

曠がある。 P－lとの関係は明らかではないが関連する可能性もある。

時期周囲の出土遺物から縄文時代後期と推定される。

24



、里

]且Ⅳ 構

a~ ｂ
’

8500

1

C 8aoo ． ．

1－ノー
P－1

1 暗褐色砂

2 黒褐色土(砂が少し混る）

図16石囲炉・土擴P-1

5焼土

(1)A地区の焼土

A地区では5か所の焼土が検出された。Ⅲ。層、 Ⅲc層、 Ⅲa層、 I層で確認されたもの

がある。

F-10 (図18)

位置

確認面

遣物

時期

L 41

Ⅲd層

か1
°、呈〆

不明

規模0.8×0.6/0.07

F-12 (図18)

位置Q-42、 R-42

規模0.42×0.4/0.08

確認面Ⅲc層

遣物焼土からⅢ群b類土器(1) 、焼土のそば

から石皿（2）が出土した。 lは縄文の施されたも

の。底部は磨かれ、内面はなで調整されている。 2

は石皿。安山岩製。

時期出土遺物からⅢ群b類土器の時期。

F 8 (図20)

位置R-42、 S-42

規模0.7×0.4/0.12

確認面Ⅲa層

特徴断面から土曠に伴うものと予想して調査した

が確認できなかった。焼土の一部が撹乱されたと考

えられる。

遺物出土遺物はない。

時期不明。周囲の出土遺物から縄文時代後期の

可能性がある。
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等高線はV層上面及び礫層1上面

図17 A地区の焼土付置図(1)
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F-10

bａ
’

出LiUU

／も
~

＝

~

F－10

1 糧色焼土

2 黒色土(焼土が混る）

〆

q

F-12 84493

鞠。
餌498

84“9

鶴→一
ｑ

、

－10cm

－5

－0

a 84.60 b
F－1 2

1 榿色焼土(砂）

2 褐色砂

3 黒褐色砂

4 黒褐色土

5 褐色砂

》
一
率

、

1mＯ
ｌ
ｌ

図18 A地区の焼土(1) F-10．12と出土遺物

43
F-9 (図20)

位置O-42

規模 1.16×0.52/0.52

確認面 I層下部

特徴炭化物の広がりを便宜的に焼土とし

て扱っている。

遺物出土遺物なし。

時期白頭山一苫小牧火山灰降下以降。

F-ll (図20)

位置M-42

規模1.5×1.2/0.04

確認面 I層下部

遺物出土遺物なし。

時期白頭山苫小牧火山灰降下以降。

(2) B地区の焼土

B地区では12か所の焼土が検出された。いず
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等高線はⅢa層_l二面

焼土位置図(2)図19 A地区の
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Ⅳ造 構

F-11F-8
F－8

1 暗赤褐色焼土

2 濁暗赤褐色焼土

3 黒褐色土

4 黒褐色土

5 赤褐色焼土

6 暗褐色砂

7 黒褐色砂

8 暗褐色砂

9 黒褐色土
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~~Ⅱ
a

物集 中
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~~

黒褐色土(火山灰が混る）

F－1 1

1 榿色焼土

2 黒褐色土(焼土が混る）

一一一口 F－9
1 黒色土（炭化物が混る）

2 白頭山苫小牧火山灰

8480a

２ 1

ｍ
ｌ
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‐

図20 A地区の焼土(2) F-8 ． 9 ．11
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門
・
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一

れもⅢa層で確認したものである。

出土遺物から時期を推定できるもの

はF-15，F-19 (Ⅳ群A類土器の

時期） 、 F 7、 F-13F-5 (W

群土器の時期）の5か所である。他

は周囲のⅢa層の出土遺物からⅣ群

A類かⅣ群土器の時期に属するもの

と考えられる。

F-3 (図22)

位置F-35

規模0.38×0.24/0.04

F-4 (図22)

位置G 35

規模0.45×0.35/0.06

F-5 (図22)

位置H 35

規模0.26×0.22/0.02

遣物Ⅳ群E類土器、礫片が出土

している。
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図21 B地区の焼土位置図
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